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堺
市
長
選
挙

　

自
治
都
市
堺
を
発
展
さ

せ
る
の
か
、
堺
を
な
く
す

都
構
想
を
進
め
る
の
か
が

問
わ
れ
る
堺
市
長
選
挙
が

９
月
24
日
に
実
施
さ
れ

る
。
福
祉
・
暮
ら
し
破
壊

の
「
維
新
暴
走
政
治
」
に

ノ
ー
の
審
判
を
下
し
、

「
市
民
目
線
」
の
竹
山
お

さ
み
市
政
継
続
で
子
育

て
、
教
育
、
医
療
を
守
り

前
進
さ
せ
る
新
た
な
ス
テ

ッ
プ
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

４
年
前
、「
堺
は
ひ
と

つ
。
堺
を
な
く
す
な
」
を

合
言
葉
に
堺
市
民
は
党
派

を
超
え
て
共
同
を
広
げ

「
大
阪
都
」
構
想
に
「
ノ

ー
」
を
突
き
つ
け
た
。
竹

山
市
政
の
も
と
「
市
民
目

年
齢
を
中
学
校
卒
業
ま
で

引
き
上
げ
、
国
保
料
の
８

年
連
続
値
下
げ
、
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
第
３

次
救
急
対
応
を
拡
充
す
る

な
ど
命
と
健
康
を
守
る
施

策
を
広
げ
た
。
泉
北
高
速

鉄
道
の
運
賃
引
き
下
げ
や

学
生
通
学
定
期
補
助
を
す

す
め
、「
お
で
か
け
応
援

バ
ス
」
の
利
用
を
広
げ
る

な
ど
暮
ら
し
を
応
援
。
市

長
・
副
市
長
の
退
職
金
を

カ
ッ
ト
す
る
な
ど
市
民
目

線
を
徹
底
。
維
新
大
阪
市

政
が
住
吉
市
民
病
院
を
潰

は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。

市
民
一
人
当
た
り
の
市
債

は
、
堺
市
が
大
阪
市
の
約

半
分
、
20
政
令
市
中
５
番

目
に
少
な
い
。

　

都
構
想
は
２
年
前
に
は

大
阪
市
の
住
民
投
票
で

も
、「
ノ
ー
」
の
審
判
が

票
を
目
論
む
。　

　

都
構
想
の
狙
い
は
、
大

阪
市
や
堺
市
を
潰
し
、
そ

の
財
源
や
権
限
を
大
阪
府

に
吸
い
上
げ
、
大
型
開
発

を
進
め
る
こ
と
だ
。
そ
う

な
れ
ば
、
堺
市
の
市
民
施

策
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
長
選
挙
で
は
「
都

構
想
は
争
点
に
な
ら
な

い
」（
松
井
知
事
）
と
都

構
想
隠
し
に
終
始
す
る
。

維
新
が
都
構
想
を
争
点
化

し
た
く
な
い
の
は
、
前
回

の
敗
戦
が
あ
る
か
ら
だ
。

竹
山
市
政
を
転
覆
で
き
れ

ば
、
い
ず
れ
堺
市
を
廃
止

し
「
大
阪
都
」
に
組
み
込

め
る
と
い
う
計
算
が
み
え

み
え
だ
。

　

市
長
選
挙
で
竹
山
市
長

を
勝
利
さ
せ
、「
都
構
想

・
維
新
政
治
ノ
ー
」
の
市

民
共
同
を
さ
ら
に
広
げ
る

ス
テ
ッ
プ
に
し
よ
う
。

下
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

維
新
は
大
阪
市
の
廃
止
と

「
特
別
区
」
の
設
置
を
具

体
化
す
る
た
め
の
「
大
都

市
制
度
（
特
別
区
設
置
）

協
議
会
」
を
設
置
し
、
都

構
想
の
設
計
図
づ
く
り
を

再
開
、
来
年
秋
の
住
民
投

と
は
明
ら
か
だ
。
維
新
府

政
は
府
民
の
福
祉
施
策
を

切
り
捨
て
る
一
方
で
、
淀

川
左
岸
線
や
地
下
鉄
な
に

わ
筋
線
な
ど
を
推
進
し
、

破
綻
し
た
ベ
イ
エ
リ
ア
を

再
開
発
す
る
夢
洲
へ
の
カ

ジ
ノ
・
万
博
誘
致
を
目
指

し
、
敬
老
パ
ス
の
自
己
負

担
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
廃
止
、
黒
字
の
地
下

鉄
民
営
化
を
進
め
る
な

ど
、
福
祉
・
医
療
・
暮
ら

し
の
切
り
捨
て
を
進
め
た

の
と
は
真
逆
だ
。

　

財
政
健
全
度
で
も
堺
市

市
民
目
線
の
改
革
発
展
へ

10
％
増
に
反
対
が
44
・
２
％

消費税率10％への
増税について 　　 消

費
税

２
０
１
６
年
度

２
０
１
６
年
度

会
員
意
見
調
査

会
員
意
見
調
査
❽

無回答
1.4％
無回答
1.4％

その他
5.8％
その他
5.8％

分からない
5.1％

分からない
5.1％

どちらとも
言えない　
28.3％

どちらとも
言えない　
28.3％ 反対

44.2％
反対
44.2％

賛成
15.2％
賛成
15.2％

ば
集
ま
ら
な
い
。
そ
ん
な
気

持
ち
で
、
知
り
合
い
の
方
や

全
く
見
ず
知
ら
ず
の
方
に
も

き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
署
名
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
立

ち
止
ま
っ
て
話
を
熱
心
に
聞

い
て
快
く
署
名
に
応
じ
て
く

れ
る
人
も
あ
れ
ば
、
関
心
を

示
さ
な
い
人
も
い
ま
す
。
訴

え
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
な

と
反
省
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

「
保
険
が
き
く
の
か
、
き

か
な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

「
治
療
が
終
わ
る
ま
で
、い

く
ら
掛
か
る
か
不
安
」。署
名

で
話
が
弾
む
と
、
そ
ん
な
声

が
い
っ
ぱ
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

良
い
歯
で
よ
く
噛
む
こ
と

が
健
康
長
寿
の
も
と
と
説
明

を
し
な
が
ら
、
前
回
の
６
６

８
人
よ
り
一
人
で
も
多
く
の

署
名
を
集
め
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

「
社
会
保
障
財
源
」
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
た
。「
社

会
保
障
の
予
算
割
合
を
増
や

す
」
が
51
・
４
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
公
共
事
業
を

減
ら
す
」
が
31
・
９
％
。
そ

の
他
、「
大
企
業
や
富
裕
層

に
よ
る
負
担
を
増
や
す
」
が

24
・
６
％
、「
防
衛
費
を
減

ら
す
」
が
22
・
５
％
と
続
い

た
。「
消
費
税
増
税
」
と
の

回
答
は
15
・
９
％
に
留
ま
っ

た
。
国
民
に
負
担
を
求
め
な

い
形
で
の
財
源
確
保
を
支
持

す
る
声
が
多
数
で
あ
っ
た
。

　

安
倍
政
権
が
２
０
１
９
年

10
月
に
実
施
す
る
消
費
税
10

％
へ
の
増
税
に
つ
い
て
も
意

見
を
聞
い
た
。「
反
対
」
が

44
・
２
％
で
最
多
を
占
め
、

次
い
で
「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」
が
28
・
３
％
、「
賛

成
」
は
15
・
２
％
だ
っ
た
。

反
対
が
賛
成
を
大
き
く
上
回

る
一
方
で
、
少
な
く
な
い
会

員
が
判
断
に
迷
っ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
。

　

社
会
保
障
充
実
を
掲
げ
て

14
年
４
月
に
第
二
次
安
倍
内

閣
が
実
施
し
た
８
％
へ
の
引

き
上
げ
の
う
ち
、
社
会
保
障

財
源
に
使
わ
れ
た
の
は
増
収

分
の
わ
ず
か
１
割
程
度
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

　

保
団
連
・
協
会
は
消
費
税

が
国
民
の
購
買
力
を
奪
い
、

低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
い

不
公
平
税
制
で
あ
る
こ
と

や
、
損
税
問
題
や
受
診
抑
制

に
つ
な
が
る
と
し
て
、
消
費

税
増
税
に
反
対
し
て
い
る
。

　

北
河
内
地
区
は
７
月
22

日
、「
要
介
護
高
齢
者
の
訪

問
歯
科
と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を

開
催
し
た
。
27
人
が
参
加
し

た
。
守
口
市
開
業
の
吉
田
春

陽
氏
（
写
真
）
が
講
師
を
務

め
た
。

　

全
身
的
フ
レ
イ
ル
の
前
兆

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」。

そ
の
特
徴
は
、
①
滑
舌
の
衰

え
②
食
べ
こ
ぼ
し
③
僅
か
の

む
せ
④
噛
め
な
い
食
品
の
増

加
⑤
口
が
渇
く
―
―
な
ど
。

こ
れ
ら
を
発
見
し
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
が
、
要
介
護
者

を
生
ま
な
い
た
め
の
重
要
な

手
立
て
と
な
る
。

　

従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た
「
特
別
徴
収
税

額
決
定
通
知
書
」
が
、
今
年

５
月
末
ま
で
に
地
方
自
治
体

か
ら
各
医
療
機
関
に
送
ら
れ

者
」
と
し
て
安
全
管
理
体
制

（
表
２
）
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
保
管
し
な
い
」
場
合
は
、

記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
マ
ジ
ッ
ク
や
テ
ー
プ
等
で

マ
ス
キ
ン
グ
し
、
日
時
を
記

録
す
る
こ
と
が
必
要
だ
（
表

３
）。
な
お
、
従
業
員
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
マ
ス
キ
ン
グ

し
て
も
罰
則
等
は
な
い
。

た
。
番
号
を
記
載
し
な
い
自

治
体
も
あ
る
が
、
大
阪
府
内

で
は
少
な
く
な
い
自
治
体
が

番
号
記
載
の
通
知
書
を
送
っ

て
い
る
（
表
１
）。
事
業
主

に
は
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
保
管
す
る

か
し
な
い
か
が
迫
ら
れ
、
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

特
別
徴
収
と
は
、
給
与
か

ら
住
民
税
を
天
引
き
し
て
、

事
業
主
が
自
治
体
に
納
付
す

る
仕
組
み
。
特
別
徴
収
通
知

書
へ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
事

業
者
は
強
制
的
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
扱
う
「
関
係
事
務
実

施
者
」
と
な
る
の
か
否
か
が

問
わ
れ
る
。
従
業
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
「
保
管
す
る
」

場
合
は
「
関
係
事
務
実
施

　

西
部
地
区
は
６
日
に
「
保

険
治
療
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

審
美
的
歯
冠
修
復
治
療
」
を

開
き
、
68
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
一
般
社
団
法
人
・
日

本
デ
ジ
タ
ル
歯
科
学
会
理
事

長
の
末
瀬
一
彦
氏
。

　

末
瀬
氏
は
、
金
属
材
料
に

は
適
合
性
や
操
作
性
の
良
さ

な
ど
の
長
所
が
あ
る
が
、
歯

根
破
折
や
天
然
歯
色
再
現
の

困
難
さ
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

等
の
欠
点
も
あ
る
と
し
、

「
患
者
は
で
き
れ
ば
金
属
に

よ
る
治
療
を
望
ん
で
お
ら

ず
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
と

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
保
険

導
入
に
よ
り
、
保
険
診
療
に

審
美
歯
科
の
可
能
性
が
広
が

っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

金
属
コ
ア
ポ
ス
ト
が
歯
質

を
補
強
し
て
咬
合
圧
を
受
け

止
め
る
の
に
対
し
、
フ
ァ
イ

バ
ー
ポ
ス
ト
は
歯
冠
部
コ
ア

の
保
持
を
目
的
と
し
、
咬
合

圧
を
受
け
止
め
る
も
の
で
は

な
い
と
解
説
。
フ
ァ
イ
バ
ー

ポ
ス
ト
と
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
コ
ア
は
、
ク
ラ
ウ
ン
マ

ー
ジ
ン
を
歯
質
に
置
き
、
咬

合
力
を
歯
質
と
コ
ア
部
に
か

け
フ
ァ
イ
バ
ー
に
か
け
な
い

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
脱

離
・
破
折
を
防
ぐ
に
は
、
支

台
歯
形
成
、
冠
の
適
合
性
、

装
着
操
作
の
各
ス
テ
ッ
プ
を

確
実
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
と
強
調
し
た
。

 

（
港
区
・
井
村
久
史
）

　

吉
田
氏
は
要
介
護
患
者
の

事
例
を
紹
介
し
た
上
で
、
口

腔
機
能
の
改
善
に
必
要
な
座

位
の
確
立
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

を
目
的
と
し
た
経
口
摂
取
、

栄
養
指
導
の
意
義
な
ど
に
つ

い
て
解
説
。
こ
れ
ら
が
介
護

の
現
場
で
実
践
さ
れ
る
に
は

歯
科
的
な
介
入
が
不
可
欠
で

あ
る
と
指
摘
し
、「
診
療
し

て
い
る
患
者
の
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
の
兆
候
を
見
つ
け
出

し
、
事
前
に
予
防
策
を
講
じ

る
こ
と
は
歯
科
医
療
職
の
意

義
深
い
役
割
だ
」
と
強
調
し

た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
を

求
め
る
署
名
活
動
に
、
歯
科

技
工
士
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
技
工
士
は
患
者
さ
ん

と
接
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。「
保
険
で
良

い
歯
科
」
を
求
め
る
運
動
を

知
ら
せ
、
広
め
る
大
き
な
手

段
が
署
名
で
す
。

　

な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
署

名
…
、
で
も
、
動
か
な
け
れ

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会
動かなければ集まらない

特別徴収通知書の
マイナンバー　　

大阪歯科技工士連絡会・西川勝美

経税部　求められる適切な対応

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
学
習

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
を
解
説

北
河
内
地
区

西
部
地
区

線
」
の
改
革

が
前
進
。
子

ど
も
医
療
費

助
成
の
対
象

　

２
０
１
８
年
の
診
療
報
酬

改
定
へ
向
け
大
阪
か
ら
署
名

３
万
筆
を
国
会
へ
届
け
よ
う

と
、「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
大
阪
連
絡
会
」
に
参
加

す
る
各
団
体
の
意
気
込
み
や

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

◇

表１　大阪府内で自治体の対応状況

表２　安全管理体制のポイント 表３　特別徴収通知書のマイ
　　　ナンバーの取り扱い

■番号通知　※柏原市以外は簡易書留か特定記録郵便
　豊中市、茨木市、島本町、摂津市、枚方市、交野市、柏原市（普通郵便）、
松原市、千早赤阪村、堺市、泉佐野市、熊取町、田尻町、泉南市、阪南市、
大阪市（通知書は一部アスタリスク。従業員番号＋マイナンバーを別途郵送）

■番号非通知（アスタリスク、一部非表示を含む）
　池田市、豊能町、能勢町、箕面市、高槻市、吹田市、守口市、門真市（印字
なし）、大東市、四條畷市、寝屋川市、東大阪市、八尾市、羽曳野市、藤井寺
市、狭山市、富田林市（番号記載がある分は特定記録、ない分は普通郵便）、
太子町（印字なし）、河南町（印字なし）、河内長野市、和泉市、高石市、泉大
津市、忠岡町、岸和田市、貝塚市、岬町

【保管する場合】
• 従業員に説明し、安全管理措置下で
厳重に管理する

【保管しない場合】
• マイナンバーをマスキング（マジッ
ク等で両面塗りつぶすかテープで隠
す）し、日時を記録する

• マイナンバーを利用する事務・情
報を限定する
• マイナンバーを取り扱う人（職
員）を決める
• 利用目的が済んだマイナンバーは
速やかに削除・廃棄する
• 取り扱う場所を明確化する
• 施錠管理する


